
.臥 一角 _料 ..学 .節 .芦1,準てⅡ

.Thelevels:df/resistance bf ▲the.origi甲l

resistantstrains,parentalspecial.str;tinsand

thclr･FIhybridsare.gil,,cIlirl･Figurc･2I)Which

in(tic.ltCSanineompletcdominancy?f･thenicotine

lrersistance;. しノ

'1.0OIぬ)'nthepreciselocusfor'thedominanト

rcsishntgeneon thethirdchromosome,the

JolloIVingljackcrossesWereCarried-out:

一Cross･C/ Fl･A一? ×･bw;slss8二JF2 1･
Crossl). Fll王平 × bw;sESS8ー F2 '

I,
whL･ntheFlfemal占sarebackcrossedtosus-

cept:1)lemutantmalesltherecombinationbetween

these mutantand resistant loeiムccurs by

crosslng-Over lVithinthethird chromosome･

.TherL･fore,from theratiosofthe-numberdf)J
recombinantssuchasstlandssF2flies,ittis

i
possibletocalculatethelocusfortheresistant

･gene･, ,
TberesultsofthesebackcrossessI10Wntin

i
Table1indicatethatthetdominantfesistantノヽ
genesofHikone-R and NS-求 strains are

.locatedat3149and3150loci■respectivelylnamely,→-■ I. . . J
slightlytotherightof the sf･indle fiber

attachment(3)-47),onthc･linkqgelmap･'

Holレcver,asthereisnosignificantLdifference
betwccntheseresistantloci.itis'moreplau-
sible to assumethc･samelotcustor-similar

mechanism forbothJeSistユntgenesthantodo

anotherlocusordiffefent_mechdnisni:foreach

resistantgene. i1 'L

- KinFr!)･has･demo71'stratedth'atthe､F】hybrids

betlVCen･tlVO･,D'DT resiststant lines, which

･dcvclopc(rindependently from thesamewild

:･strai叫.Showthesameresista.neeastheparental

linesbut.thatthelevFl.pfrFSistanccoftheFit

fliesl等Signifi.cantlylowerthanthatoftheFJ

.oⅠ:parental'_lines.

‥Qp･thecontra'ry,whenthe'preseDtresistant
rs_tr串ips.Hikone-RalldNS-求,.lVererCCJ'pro-
､eallycrossedlVitheach-.other,theFland F2

hybridsEhoTY.edndsignifica叫 Changeinlevel

ofresistancetonicotineasfomparedlVitllthe

parentalstrains,exceptaslightdecreasein

resistancelVaSdemonstratedathighdosagesin

-thecase､oftheF1.hybrids.produced.by..the

cross,betlVCCntheliikone･R･fenlales.andthe

･NS-Rmales･'Thesecrosses･are･asfollo､vs:.

･ CrcssLE. Hikone-R宇×NS-R8-◆F)-F2I

cross-F. NS･R♀-XHikon占･R8→Fl-F2

A Figure13showsth占resistancelevelsofthe

parentalstrAins',FlandF_･hybfids.

'ActualnumbersoftheFlLar)dF2hybridsare

giveainTable2and3respectively.Thediffer-

encebetweenLthenumbersortheF)malesand

fcmales'whichemerged.from thelOOO･1500ppm

nicotinecontainingm-ediaindicatcsAIhbprcscncc

ofsomedominantandrecと.esivegenesontheX

chromosomeofNS-Rstrain,whiler)aJ'rnpor-

tanteffect,(iftheX chromosomc'ofllikone-R

straiǹbasbeenrep.ortedinapreviouspaper･

■ ExceptfoTrthese,Slightdisparitieslitshould

Lbenoted-thatin､spitcofdifferen乍esofgene-

･alogy●thlcrlcarcnlanySimilaritiesin-the･gene-

tical●make-up oftheresistanceto nicotJ'ne

betlVeentheseJapaneseresistantstrains.

VnriationinlllCIIcsislz)ncooflticeSIcnlBorertolnscc一icidcS.I.Variation.andDjffcrcnce

i1-tllC Itcsislancc lo.Paratlliotlin the PllPalStage:of Ar一ificially'･Rcarctla)ltl
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Agric･Sとi･,Nishigahara,Tokyo)･ReceivedJulyq7,1956･Botyu-Kagahu21,TP～SO,1fJSbl.
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17.1ニカメイチウの殺虫剤に対する抵抗力の変異 Ⅰ｡人工飼育個体群と野外採集個体群

の蛸期における個体変異と抵抗力の差異｡ 捌 .,i串三郎 (m林省 出発技術研究所 柄fJ!庄山部

昆虫科)31.7:27._琴勲

こカ?イチ.クを人工培養基で飼育すると'野外で採iiiLT=佃脚下より平均体訳が式く,: 休mP変災
の程度の小さい脈が得られる｡ この人工飼育個体群と野外個体群のエチルパラチオンに対する拡抗

力を topicalapplicationによって比較したところ,.抵抗力は人工飼市個体郡の万力,華かつた.'しi
かし50%致死光正を体正で除して求めたqi位体式当りの抵抗力は雄では野外個体群より故かっだが,
雌では著しく弱かつT=｡これは人工飼育個体群の喝はいまだ生理的に不鮎全であったためと考えられ一る｡L
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ま え が き

ニカメイチウの人工招花誠による刑-(F比は.･近咋相

にV.:しくitC少し,井上 .器野 (1日5i'))̀は人工m諮2.tに
よるニ'*'メイチウの対 ℃仰淘>･可経であること,l･明ら
かにした｡I'相 は殺虫剤の生物試験にニカメイチウの
人工飼符偶作を鵬試する立切から,.その飼育法と飼Tf

m休の供試虫としての利用価値を検討している｡一般

に昆虫現は実験墓円で人工的に飼育すると,飼育個体

の形頂的又は生理的性状が野外の個附 こ比べて著しく

変化するが,これは殺申剤に対する拭抗力にも大きく

仔哲するものと考えられるので,人工飼育桐休と野外

m体とで殺虫剤に対する抵抗力がどの柁JR相迎するか

をあらかじめ枚対しておくお安がある｡

そこで今任那托者は人工培韮誠で飼市したニオメイチ

ウと野外で採放した主ヵメイチウについて刑期におけ

るエチルパラチオンに対する抵抗力を比較したこ ここ

にその結果を和菖する｡な,lJ'fこの実験を行うにあたり,

抑田村と卸助言を賜った石余罪次fQ士並びに韮野静也

･非上平技官に謝意を表する｡

実験材料と方法

ニカメイチウの人=飼育にIT]いた格式誠は苅1表に
示す如き組成であった｡容邦には200cc'と300ccの

-三角フラスコをIT]い,300cc三角フラスコにはml衣

の1.5塀の増発誠をJT]いTこ｡.

Table1. Compositionofsyntheticdietused
forrearingricestemIborer._Materialsused
foreach200ccEhlenmeyerfhSk.

Water

ĝar

Cellulose

GlllCOSe

Sucrワse
Casein

40` cc

0.75gr
0.75

1.0

0.4

1.5

Cholesterol･ 0.02

Minclrals o.25

Yeast 1.0

rowriecpl叩tChops 20.0

これらの的Tiはフラスコ円で均苛に氾合し,その惑
乱 コツホで40分iLTJ殺鞘し;きちに24m'jrE.lJおきに40

分rLT'J宛2回殺閃した｡これに石川爪雄のl戊山に座下さ
せた卵塊を卵化uIITJに0･1,03の77･求水で5分間殺菌し

た後,1フラスコ当り30-50卵相の;rtll合で!.TTC菌的に培

衣 ?.E･の上郡のガラス両につけた｡卵を持越したフラス

コは汚AtA:28oCのTi:Hlは 内にn汚用.条件下に躍ら,幼虫

の発-ffが経るまで飼汚した｡この幼虫は新化田前にフ

節 ▲21.巻-I

'ラスコからT&川してセロファンで/作った冊の中に洞入
させてから,弧此250.C,LU係糾皮約75,%の疋托.1桝内

で邦化させ,純化1一■4日口の旧休を供試しI=｡
tJUu:した野夕川｡休71Vは1054年香川瓜善通寺市四国n
黙桝附 的誰の被署f笹から採災したものである｡稲の品

郡は市川35号であったが,幼虫の加害密度はnj]らかで

ない｡幼山は4月上旬に被害茎から取出し,人工飼育

1胴体とrm様に定温粥円で頗化させ,筋化1,-3日目の

.個体をtJも試した｡虫剖まいずれも雌雄別にし,供試前に

iz;れぞれ60仰 木の体EiをITt,J定した｡
殺虫剤に対する紙抗力の校定には純度99.8%のエチ

ルパラチオンをアセトンで 0.04,0.02,0.01,0.004

及び0.002,0品に和釈し,ミクロシ')ンジで1個体に体

袋̀田の2ヶ所に0.001cchf合計 0.002cc処FI!した｡

処理朋附ま径12cm のシャーレに10-15脚作ずつ入

-れ 25oCの花沢耶内に作ら.成Jlが羽化し経った頃
に羽化個体と不羽化m作を湘べた｡

英 験 結 果

'1) ニカメイチウの人工飼育成摂､ニカメイチウの■

人工飼Itf法については栄養物fiの配合,培弟益の誹絶望

,法/卵の抜柾法苛にさらに検討を変する部面が残され

ており,今田!托許が用いた飼育法も今後改良されると

.思 うが,飼田偶作の大多数は正矧 こ痢化し,羽化した

唯成虫は産卵した｡しかし幼虫の体詔や節化率はフラ

スコ問で著しいふれを示していた｡~いま全フラスコか

ら12倍をランダムに選んで,幼虫期間.剰 ヒ率及び蛸
.の平均休jIiを調べた縦穴は節2表の通りであった.

邦2才引こよると,一平均幼虫期間は27日-32日で,フ

ラスコ関での変動はあまり大きくなかった｡しかし煩

化率と餌の平均体訊 まフラスコ間で著しく変動し,疏

-101mg-.雄で 41-75mg-の変動を示し,同TIのLrr

養基で飼育した純米としては予.QIt外に大きな実効であ

った｡

Li山村は発TiJgJf-T.11の†剛仰Y符蛇によってJlnTlfJ及び
形mWt)に田T.:なJjV甥を受けることは川畑の皿りである

が,耶2相こ示した各フラスコで飼上げられナこ幼山y(

'とmLヒ串及び平均休:･TEとの朋旅をみると,鮒 ヒ率のプ
ラス=川.Jにおける変例は'.qJ射こ好餌されたも0.とは賓
えられない｡ ′しかし蛸の平均;本jTfの1河は 密度に依存

した変劫を示し, 300cc･のフラスコで飼育した雄と

20Qccのフラ.スコで飼育した場合の幼虫数35以下の雌

雄は, 密J狂が嘩いほど体重は増大している｡ しかし

300dcフラスコセ飼育した雌と200ccフラスコで飼lヽ
育した場合の吉●古密度では平均捧塁は幼虫の密度に甜響

されているとは考えられない｡したがって平均維_屯の1

フラスコ問における変動は,フラスコ内の幼虫密I射こ
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Tahlc2. Variationan:ongrearingflasksintheaveragehrvalduration,rateofptlPation

･andaverageI)odylVCightof.lrtificially rearedricestem borer.TheditltlYaSaS

sholVnil一taljle1.

のみ兆囚しているものとは考えられない｡

2)供拭蛎の体宜とその変異 次に人工飼育I相棒郡

と野クl托災nT榊 即の平均休詔とその変粥を比較すると
耶3･'ilに示す迅りである｡

那3=ilによると,人=飼fll'剛仰下の平均略取 ま野外
偶作桝に比べて,雌では1･34L洋,比では1.12倍に迂し
た｡これは人工増益去liが栄衣的に稲B-よりも佼れてい

たことに原因しているものと耶釈きれる｡また変矧 ま

雌雄いずれも人工飼育個体郡の万が小さかつた｡先に
人工飼育nJTaf本の平均体3IEがフラスコ閥で新しく変動す

ることを指摘したが,野夕日田体刑の変Ft:･がそれ以上に

大きいことは興味ある現象である｡

3)エチルパラチオンに対する抵抗力 先述した方

法でエチルパラチオンのtopicalapplicatiollを行い,

Table3. Avemgeand varlal)ility of pupal body

weightofricestemborerofartificiallyrcarcd

andfield-collectedpopulations.

populationIsexIeevlPgr詳言nbEdgyJdSetvalPadtq.rndIvcao,eifai,iiCii:tnylol

78

処理した蛸の羽化･不羽化偶作'を胡べた

純米から死虫率を瓢ilすると,節4訪三の
迅 りである｡T3如才.IEC処理区の死出率は野

夕日同体即でば0であったが,人工飼Tf個
体郡では雌が28.62op,雄が10.0%であっ
たので,m4表には人工飼育仰榔 刑の死

虫率は細 処理 区の死出 率･.Jt用いて

Abbotの式によって祁正した伯を示 し

た｡
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Tahlc4. Pup･1Imolt.llityofricestemborerof.lrti-

Lici.lilyrc.lrCd;In°LJ'eld･collectedpOl)lllations

hythet叩J'C.llItpplicationofethylp.lrこIth王on.

Conccntmtionofacctoncsoluti()nof
cthylparatlliorl.ll)plied tot)ically (in
percent)
O.oo2AO.OOtI0.OlT o.02 IO.7ir

Artificially Fこ 16.7 66.8 {77.2 8(;｣7
reared 〟. 0 32.1 83.5 StJ.4 100.0

Tat)le5. Dosage-morhlity regression equations for

ethylparathionofricestemborerpupaeofartificially

rearedandfield-collectedpopulations.

populationlsexl 控 shSZkn-xe,quation Isqcu紺pr･
ArtificiallyF.Y-5.189-1.644(X-1.llfl) 4.6242 0.093
reared _W.Y-5.178-3.178(X-0.832) 4.257 1 0.028

Field- F.Y-4.971=≡1.998J(Ⅹ-0.973) 3.-51(J3 0.323
collected M.Y-5.298-,2.372(X-0.6GU) 0.176 2 0.916

いま節4衣の舶来を Iuis(1935)の方法によって
死虫率をProbitに,E3T_fEを対数〝‖こ変換して,孤1E
一死虫率回帰直線を計53:し,観測班のこの沿線に対す

る適合性を放したところ,邦5岩に示すような結果が

和られた｡

節5表によると,人=飼育脚 本郡の雄の沈注IR一死山

率Er7]帰iEl線は観nIl低と抽出誤差の和田で一致している

と考えられないが,その他の孤児一死虫率回帰田線は

いずれも地的誤差の描四でよく一致していた｡

節5表に示した約1iE一死出串回村田線から大沢 ･長

釈 (1947)にもとづいて,ニカメイチウの蛸のエチル

パラチオンに対する抵抗力を示す詔恒数を求め,さら

に50%敦死氾呈FiEおよび84,03致死孤児を打出し,これに

1好i当りの処理共立を乗じて1頭当りの50,00/および84

,cc及死発見,50ro致死薬虫の標準誤差を求めると,m

G衣の通りになる｡

m6熟 こよると,50%又は84%致死A.虫は雌雄いず
れも野タt旧作即よりも人工飼育例肘げが大きく,50,00'

放死･ySI▲モは雌で1.03(.L'?.椛で1.60I汗で
あった｡.いいこ.Lると.iJd'm肘tf･のエ
チルパラチオンに対する拭抗力のZ!邦
は雌より椛の方が大きかつたといえる｡

また抵抗比の班準例Z三と加,DOP放死;iti爪

の雌畔誤差は雌では人工別rj川 村下に
オ机 てヽ大きく,雄では小さかった｡な

おいずれの胴体刑も拭抗力は椛より椎

が強く,拡抗性の班準例差と50%致死

兆もtの炊準君主差も雌の方が大きかった｡

考 察

ニカメイチウを人工増益抗で飼Lfi<す

ると,朗打出の焔化串と抗の平均紘jIE
はフラスコ!LTIJでP.:しく変動したが,こ
の耶lqは今筏の道北を必要とする｡.し

かし人工別-lf肘榊 m･の平均f8_･代は野外
mt柿下.上り_TrEく.柿_Triの'2''邦の柑J.Q:は
小さかった｡石凸･ldh.JJ(lfJ33)はア

ズキゾウムシの休ZP!の変只とnHCに
刈する抵抗性の散らばりとの凹旅を刑

ベ,雄では休王EAの変JrTd･が大きくなると舵抗性のJTtらは

りが大きくなt),雌ではこれと逆のLW旅を示すと和じ

ているが,仰望の変只と殺虫剤に対する抵抗力との関

係を経験'lJにみると,tJ瑚 山の怜型の変只性は抗抗力

の散らばり程JIfを左右するものと宅.えられる｡殺虫剤

の生物検JtiZにtJt試する昆山は,その航抗力ができるだ
け均一なことが望ましいが,この人工別Iff朋f8m･のJ:

うに体式の変邦が小さいものはf代.'J:dttして野クtのfLra

作7iTより一例位ltているものと考えられる｡

一方エチルパラチオンに対すろ紙抗力は雌蛾いずれ

も人工飼育胴附汀の方が野夕州 休桝より大きいが,こ

の差只は栄養tft取条件の和迩とそれにともなう休3IEの

変化に韮囚するようにr払われる｡Phillips･SIVingle

(lIJiO)は各班の米英物1円を加えて飼-ffLT:アカイエ

カの4令的山のロテノンとニコチンに刈する拡抗力は

Nタは,lら採〃itJl=個体TiY･よりも新しく灘いと招じてい
るが,ニカメイチウのJu分もこれと獅似な納火を示し

たといえる｡

Table6. LetImldoses｡retllylド;tr;lthiontotlle

re.lredandLicldl'collectedpopulations.･

pupLleOfricestemlJOrCrOfartifici.111y

Popuhtj()n Stttndard l Lethaldose per pupaeinleg I Standarderror
LD -5O , 1 1.D-84 ofLD-50

^rtificiallyrcared F. 0.608 0.2018 0.8186 ･0.02498AT. O.315 0.lol伯 0.2474 ･0.02182.
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tlは昆山の食餌食物の相違と殺虫剤に対する抵抗力
とのLu旅については多くの.印告がある｡長沢 (1947)

は).tij即古畑で飼育したイエバエ成虫のDDTに対する

拭抗牡は豆囚柑培地で飼Lffしたものより強いと報じ,

Gaincs'･Mistric(1'J52)はワタノ.ミゾウムシのトク

サフエンに対する抵抗力が食皆拓位が述うと著しく異

ることを明らかにしているOまた斉藤 (1950)は異っ

た飼料で飼ったコクゾウとココクゾウの二硫化炭菜に

対すろ紙抗性はtXl益条件の相速にt'もな.5体詔の増加

とJl:のは牌 ,Iを示すと報じているo

いまの3誠と耶6表に示した平均休iEと50%致死英

iiiとのLu旅をみると,人=飼育個体群と野外採災胴体

7iTの机糊のエチルパラチオンに対する抵抗力の相辺は

体詔の変化に凹地しているようにもみえるが,,この場
合拭抗力の相迎は体正の差異より著しく小さい｡そこ

でm(i:誠の50%致死米式を約3表の平均体重で除して

川tl休in当りの50%致死兆虫を許出し,雨個体矧B]の

rclativcrcsistanceを求めると,辞7衣のような結

火がNられた｡

T.lhlL･7. Lethaldose ofethylparathion
IJL･rtJnitpupalweight.

I-J･ulationIsexILB-,5Olhnmpgg l慧 avnece

m7Jiによると,50,03致死炎iitを体血で除した他は,
雌では生-jタ仰 附汀の方が大きいが,r雄では人=飼育旧

肘 汀のガが大きい｡Bliss(1936),石合 ･尾崎 (1953,

tu54).Way(1954)､は昆虫塀の殺虫剤に対する蛇抗

力は路の大きい個体ほど放く,しかもitl位体重当りの

拡抗力も休の大きい個体の方が強いことを明らかにし

ているが..人工飼育旧作群の確のqi位体正当り,の紙抗

力が淋爪の帆 野ヽ外個体桝より弱いのは人工飼育佃休
LiT･の恥 j:出F_的 にいまだ不馳全であったためと考えら

れる｡JRに述べたように鵬試缶両の自然死亡率が野外個

体酢では0であったのに.人工飼育個柊がで は雌が

28.6,%,雄が10.0%であったことも人工飼育佃経机

年別こその雌は三枚'Jt佃肘料こ比べて生理的に弱いことを･

怨昧するものと,rAわれる｡そして殺虫剤に対する抵抗
力もその結采として減退したものと考えられる｡一万

人ュ飼-ff個帆汀の雄は叩位作j7E当りの抵抗力が野タt個

脱げより1.42倍強いのは Bliss(1963),石倉 ･侶崎

(llJ33,1954)及び Way(1954)等が示した一般r'Igな

ln淡と一致するものである｡
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.Resume

Thisstudywas'earried･out/toevaluatethe

ricestem borerlreared-on syntheticdietas

m t々erial■forin等eCticidetesting.Thehrvac

lVererearedonthesyntheticdietthecon叩0-

sitionofwhichissholynintable1,andthe

pupaeobtailiedfromtheselarvaewereexamined

inthevariationofbodyWeight,rateofpupa-

tionand theresistance to ethyl paratlli叩I
togetherwiththosepupaeobtainedfromlaryic

collectedfrom infestedricestraly.TllereSis･

lancetoethylparathionlVaSStudiedbydeter一

mlmngthelethldosehyapplying topically

theacetones｡lution く)∫ etllylparathion of

differ･cntconcentrationstoindividual.pupa.

Astheresult,the-artificiallyrearedpopul

lationsl10Wed aconsiderablylargedeviation

intheaverageweightandtherateofpup:ltion

amongflasksused▲for'rearing (scctat;lc2),
hutthevariabilityintheweightofthiswhole

populationissmallerthanthatofthefield-

collectedpopulation.Onanaverage,thepupa

of artificially rears,d population is･heavicr
'thanthatofthefield-population.

Theartificiallyrearedpopulation.wasmワre

resistanttoparathionthanfieldpopulatiolさaS

isindicatedbythevalueofLD-50and1.1)-84

(seetable6).ljutthelethaldoseperunit
weightoLpupaewassmallinfemaleofarti-

ficiallyreared population,and.in maleoE

field-Collectedpopulation (seetahle7).This

sccmstosuggestthatthefcmalcQfartificia_ユly

rearedpopurationisstillphysiologicallyweak.


